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《5 月の予定》 
       

5月 3日(月)～5日(水)  自由登園 

 

   5 月 10日(月)   男性散髪 

 

5月 12日(火)   フットサル 

 

5月17日(月)   eスポーツ交流会(オンライン) 

    

5月 25日(火)   フットサル 

 

5月 26日(水)   ピクニック(※) 

 

5月 27日(木)   パック回収 

    

   5 月 28日(金)  誕生会・職員研修・職員会議 

 

※ ピクニック(日帰り旅行)については、感染症

の状況によって中止・変更の可能性あり。 

 

近頃寒さも時折にしか顔を見せず、春の日差しが心地よい日が多くなって参りました。 

就寝中のちょっとした事でも目が醒めたりする体質で、日中や夜間を問わず普段から眠気や睡魔とは疎遠な体質なのですが、最近

の陽気はいけませんね。休日に家で椅子にもたれていると、まぶたが重くなってきます。そして花の咲く山々を窓越しに眺めてい

ると、いつの間にかうたた寝をしていたという事も数回。そんな場面によく似た有名な漢詩があります。かなりメジャーなのに続

きがなかなか覚えられない、だけど情景の美しいとても人気のある漢詩です。 

孟 浩然（もう こうねん） ：詩人  西暦 689～740 年 春暁（しゅんぎょう）という代表作を今回の挨拶文の締めくくりと

させてもらいます。                                         喜多 秀憲 

 

春眠不覚暁      処処聞啼鳥       夜来風雨声   花落知多少 

春眠あかつきを覚えず、しょしょていちょうを聞く、やらい風雨の声、花落つること知る多少 

 

春眠不覚暁(春は気持ちよいので日が昇ったのも知らずに眠っていた) 処処聞啼鳥(目が覚めるとあちらこちらから鳥のさえずり

が聞こえている) 夜来風雨声(ゆうべは風雨であったが) 花落知多少(どれだけの花が落ちてしまったのであろうか) 

 

 

 

 

 

  

～生活支援員～ 

 

   ・横坂 匡哉 

  (よこさか まさや) 

 

 

 

 

    ・佐野 輝星 

   (さの きらら) 

 

 

 

 ～パート支援員～ 

 

    ・野口 綾平 

  (のぐち りょうへい) 
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桜の時期にあわせ、数日に分け

てお花見に行ってきました。 

予定日の直前の風雨で桜が散

ってしまう予想外の出来事も

ありましたが、天候に恵まれた

公園で散歩をしたり、お菓子を

食べたり、施設内の飾りつけ

や、花見にあわせた昼食などで

季節感を味わっています。 

 


